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県⺠挙げてのおもてなし気運の醸成を図るとともに、

きめ細かな観光情報の提供や交通の利便性の向上など、

観光客の快適性を高めるため、ハード・ソフトの基盤整

備に取り組んでいきます。

県⺠挙げてのおもてなし気運の醸成を図るとともに、

きめ細かな観光情報の提供や交通の利便性の向上など、

観光客の快適性を高めるため、ハード・ソフトの基盤整

備に取り組んでいきます。

＜これからの対策＞

○おもてなしの気運の醸成

○観光ガイドの育成、技術の向上【再掲】

○きめ細かな観光情報の提供

○県内の観光地を結ぶ移動手段の確保

○観光基盤の整備

取組方針６

おもてなしの向上

これまで各地域で取り組んできた体験プログラムなどの成これまで各地域で取り組んできた体験プログラムなどの成

第２期産業振興計画 産業成⻑戦略（観光分野）の概要

これまでの博覧会の開催を通じて培った広報・セールス活動

のノウハウを⽣かしながら、旅⾏マーケットの動向を踏まえつ

つ、ターゲットにあわせた効果的な広報やセールス活動を展開

していきます。

また、多くの⼊込客が期待できる全国大会や教育旅⾏、波及

効果が期待できるロケ撮影など、多様な誘致活動を進めます。

これまでの博覧会の開催を通じて培った広報・セールス活動

のノウハウを⽣かしながら、旅⾏マーケットの動向を踏まえつ

つ、ターゲットにあわせた効果的な広報やセールス活動を展開

していきます。

また、多くの⼊込客が期待できる全国大会や教育旅⾏、波及

効果が期待できるロケ撮影など、多様な誘致活動を進めます。

取組方針４

効果的な広報・セールス活動の推進

取組方針７

スポーツツーリズムの推進

＜これからの対策＞

○統一キャッチフレーズ・キャンペーンの実施

○ターゲットを明確にした広報・セールス活動の展開

○四国ツーリズム創造機構等との連携による情報発信

○全国大会や教育旅⾏、企業研修等の誘致

○フィルムコミッションによるロケーション撮影の誘致

取組方針２

観光資源の発掘・磨き上げの推進

戦略の柱 全国に通用する観光地づくり

県内各地域への誘客を促進するため、これまでの取組等を

通じて⽣まれてきた全国に発信できる施設や、自然や体験観

光などで地域ブランドとして一定のまとまりがあるエリアを、

その地域への全国からの誘客の目玉となる観光拠点として磨

き上げていきます。

県内各地域への誘客を促進するため、これまでの取組等を

通じて⽣まれてきた全国に発信できる施設や、自然や体験観

光などで地域ブランドとして一定のまとまりがあるエリアを、

その地域への全国からの誘客の目玉となる観光拠点として磨

き上げていきます。

＜これからの対策＞

○地域の観光拠点づくりの推進

○こうち旅広場のエントランス機能、ハブ機能の充実

取組方針１

核となる観光拠点の形成

・地域観光の叕い手が育ち、特色ある観光商品が

次々と⽣み出され販売されている

・核となる観光拠点を中心とした県内の地域周遊が進み、

道の駅や直販所などでの観光消費が拡大している

・様々なイベントなどが年間を通じて開催され、新たな

観光客の獲得ができている

県外観光客入込数400万人以上

観光総消費額1,100億円以上を目指す

主要なターゲットである東アジアを中心に、各国の特

性と本県の強みをマッチングさせたきめ細かい戦略によ

り、本県への誘致活動を進めるとともに、観光案内板の

多言語化や観光事業者への研修を実施するなど受⼊態勢

の充実を図っていきます。

主要なターゲットである東アジアを中心に、各国の特

性と本県の強みをマッチングさせたきめ細かい戦略によ

り、本県への誘致活動を進めるとともに、観光案内板の

多言語化や観光事業者への研修を実施するなど受⼊態勢

の充実を図っていきます。

これまで各地域で取り組んできた体験プログラムなどの成

果やノウハウ等を⽣かしながら、地域の観光資源を磨き上げ、

商品化を図る取り組みをさらに促進させるとともに、リピー

ターにもつながるよう、満⾜度を高めるための観光商品づく

りを進めます。

また、地域に潜在化している資源の中から、テーマ性、ス

トーリー性などを盛り込みながら、より多くの新たな観光資

源を⽣み出し、地域での観光客の受け皿を拡大します。

これまで各地域で取り組んできた体験プログラムなどの成

果やノウハウ等を⽣かしながら、地域の観光資源を磨き上げ、

商品化を図る取り組みをさらに促進させるとともに、リピー

ターにもつながるよう、満⾜度を高めるための観光商品づく

りを進めます。

また、地域に潜在化している資源の中から、テーマ性、ス

トーリー性などを盛り込みながら、より多くの新たな観光資

源を⽣み出し、地域での観光客の受け皿を拡大します。

取組方針８

国際観光の推進

プロスポーツやアマスポーツ合宿などの誘致を進める

とともに、地域で様々なスポーツイベントを実施するこ

とで、オフシーズンも含めて切れ目なく観光客が訪れる

ことを目指していきます。

プロスポーツやアマスポーツ合宿などの誘致を進める

とともに、地域で様々なスポーツイベントを実施するこ

とで、オフシーズンも含めて切れ目なく観光客が訪れる

ことを目指していきます。

スポーツツーリズムの推進

＜これからの対策＞

○満⾜度の高い観光商品づくり

○新たな観光資源の創出

○産業間連携による観光消費の拡大

＜これからの対策＞

○推進体制の強化及び受⼊態勢の充実

○年間を通じたスポーツイベント等の開催

○アマチュアスポーツ合宿等の誘致活動

＜これからの対策＞

○国別戦略に基づく誘致活動

○受⼊態勢の充実

○四国４県連携によるプロモーション活動の推進

観光拠点を中心として周辺の観光地等を巡る周遊プランを

つくるなど、地域の⾯的魅⼒を高めるための地域コーディネ

ート機能の強化を図ります。

また、広域ブロックや県域を超える多様な連携を進めるこ

とで、本県への誘客及び県内の周遊を促していきます。

観光拠点を中心として周辺の観光地等を巡る周遊プランを

つくるなど、地域の⾯的魅⼒を高めるための地域コーディネ

ート機能の強化を図ります。

また、広域ブロックや県域を超える多様な連携を進めるこ

とで、本県への誘客及び県内の周遊を促していきます。

取組方針３

広域観光の推進

＜これからの対策＞

○地域コーディネート機能の強化

○県内各地域との連携による周遊観光の推進

○県域を越えた連携の推進

自ら継続して観光商品を次々と⽣み出し販売していく地域観

光の叕い手の人材育成に取り組んでいきます。

また、専門家を活用して観光客の受⼊を叕う人材の育成を図

っていきます。

自ら継続して観光商品を次々と⽣み出し販売していく地域観

光の叕い手の人材育成に取り組んでいきます。

また、専門家を活用して観光客の受⼊を叕う人材の育成を図

っていきます。

取組方針５

人材の育成

＜これからの対策＞

○観光産業を叕う人材の育成

○観光ガイドの育成、技術の向上

○観光事業者等へのおもてなし研修の実施

○社会教育、学校教育における本県の文化・歴史等

の学習機会の確保

目指すべき４年後の姿

１１１１



●核となる観光拠点を軸とした広域観光の仕組みづくり（●核となる観光拠点を軸とした広域観光の仕組みづくり（●核となる観光拠点を軸とした広域観光の仕組みづくり（●核となる観光拠点を軸とした広域観光の仕組みづくり（H24.8.7H24.8.7H24.8.7H24.8.7 地域観光課）地域観光課）地域観光課）地域観光課）

H24 年度 目指す姿H25 年度

核核核核
と
な
る

と
な
る

と
な
る

と
な
る
拠
点
拠
点
拠
点
拠
点

【 一 策 】

核 と な る

観光拠点の

形 成

【 二 策 】

観光資源の

発 掘

・

磨き上げの

推 進

①各広域エリアごとに観光拠点を軸とした周遊
促進プランの検討
【メンバー】
・広域協議会等（市町村及び各観光協会）
・地域観光課
・地域本部
・ＣＶ協会地域観光プロデューサー

【検討内容】
・観光資源の棚卸
・周遊イメージの整理
・誘客拠点の位置付け
・観光資源の整備方針の整理

②市町村計画
等へ反映

③地域アクショ
ンプランへ反
映

④拠点整備等
補助金の来
年度予算の
協議

⑤プランに基づき、観光拠点等整備事業費補助金を活用し
て整備

エ
リ
ア
毎
の
周
遊
促
進
プ
ラ
ン
の
策
定

インフォメーション

センター観光施設

宿泊
食事施設

土産物

体験メニュー

(又はエリア)
全国からの誘客の目玉となる観光拠点

(又はエリア)

全国から人を呼べる核となる拠
点やその周辺の観光資源が整
備され、拠点を中心に地域を広
域で周遊する観光地が形成され
ている

⇒地域への誘客の目玉となる
観光拠点が整備され、そこを
目指して全国から多くの観光
客が訪れている。

⇒地域の特色ある観光資源の
磨き上げが進み、拠点を中
心にした周遊プランが次々と

観光拠点づくり観光拠点づくり観光拠点づくり観光拠点づくり

点点点点
をををを
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心
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光
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光

◆観光資源の発掘や磨き上げを観光拠点整備等補助金を活用して支援

生み出されている。

広域観光の土台づくり広域観光の土台づくり広域観光の土台づくり広域観光の土台づくり

広域で観光を推進す
る土台となるコーディ
ネート組織が形成さ
れ、その組織を中心
に地域が広域の商品
造成やセールス活動
などを主体的に進め

磨き上げた観光資源をエリアキャンペーンで展開 エリアキャンペーンやセールス活動などを展開する中で明らかとなった
観光資源の強みや弱みをフィードバックし、継続して磨きあげる 広域がエリアキャンペーン広域がエリアキャンペーン広域がエリアキャンペーン広域がエリアキャンペーン

を自律的に展開を自律的に展開を自律的に展開を自律的に展開

【 三 策 】 広 域 観 光 の 推 進

周遊プランの造成、販売や人材育成を継続して進め、

①地域コーディネート組織の機能強化
・観光拠点整備等補助金を活用し誘客活動などを支援
・人材育成事業による商品造成の仕組づくり

・エリアキャンペーンによる周遊観光の促進
②専門アドバイザーによる広域の組織強化支援

③地域コーディネート組織の機能強化
・観光拠点整備等補助金を活用し誘客活動などを支援

・人材育成事業の成果を活用したエリアキャンペーンの
実施などにより広域の周遊観光を加速

④専門アドバイザーによる広域の組織強化支援

光
消
費
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光
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ている

地域に観光をビジ
ネスとして商品企
画や販売を担う人
材が育っている

【 四 策 】
効果的な広
報・セールス
活動の推進

①エリアキャンペーンの展開

プランの企画

・人材育成塾で磨き上げたプランをエリアキャンペーン企画として展開
・人材育成塾を通じた広域の観光資源の共有や人的ネットワークの構築が進む

Ｈ２４プラン企画

キャンペーンの成果や課題をフィードバック

セールス・広報 Ｈ２４セールス・広報

キャンペーン実施
Ｈ２４キャンペーン Ｈ２５キャンペーン

Ｈ２５プラン企画

Ｈ２５セールス・広報

周遊プランの造成、販売や人材育成を継続して進め、
コーディネート組織の強化を支援

エリアキャンペーンや人材育成塾を通じて広域の商品開発や販売を促進

【 五 策 】

人材の育成

①観光人材育成塾の開催
地域で観光に携わっている方々が幅広く参画し、
スキルアップや連携を図るとともに広域の周遊
プランづくりを進める
・観光資源の棚卸 ・周遊プランの造成
・ＧＡＰ調査 ・周遊プランの磨き上げ

②専門アドバイザーによるガイド団体等の育成支援 ④専門アドバイザーによるガイド団体等の育成支援

③観光人材育成塾の開催
商品開発やセールス活動を自
主的に進める人材のスキルア
ップをさらに加速

セ
ー
ル
ス
活
動

ふ
り
か
え
り

磨
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げ
等

セ
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ル
ス
活
動

ふ
り
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り
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等
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仁淀仁淀仁淀仁淀ブルーブルーブルーブルー仁淀仁淀仁淀仁淀ブルーブルーブルーブルー

H24H24H24H24H24H24H24H24年度中年度中年度中年度中にににに高速道路高速道路高速道路高速道路年度中年度中年度中年度中にににに高速道路高速道路高速道路高速道路

（（（（中土佐中土佐中土佐中土佐（（（（中土佐中土佐中土佐中土佐ICICICICICICICIC～～～～四万十町中央四万十町中央四万十町中央四万十町中央～～～～四万十町中央四万十町中央四万十町中央四万十町中央ICICICICICICICIC））））延伸延伸延伸延伸））））延伸延伸延伸延伸
３３３３



【【【【H25H25H25H25年度年度年度年度エリアキャンペーンのエリアキャンペーンのエリアキャンペーンのエリアキャンペーンの考考考考ええええ方方方方】】】】
1．旅行エージェントパンフにあわせたキャンペーン期間の設定

2．H24年度エリアキャンペーンを基本にH25キャンペーンを展開

3．近隣エリアを同時期に展開し、広域ブロックで広報する

4．H24年度よりキャンペーン内容を充実させる

平成25年度 エリアキャンペーン（案）

四万十四万十四万十四万十・・・・足摺足摺足摺足摺エリアエリアエリアエリア四万十四万十四万十四万十・・・・足摺足摺足摺足摺エリアエリアエリアエリア（（（（夏夏夏夏のののの四万十四万十四万十四万十、、、、足摺足摺足摺足摺のののの夏祭夏祭夏祭夏祭りりりり））））（（（（夏夏夏夏のののの四万十四万十四万十四万十、、、、足摺足摺足摺足摺のののの夏祭夏祭夏祭夏祭りりりり））））

四万十四万十四万十四万十
・・・・足摺足摺足摺足摺

プロモーション活動
H24.10より開始

プロモーション活動
H25.5より開始

４４４４



観光人材育成塾を活かした地域観光の推進

地域観光の担い手が育ち、

特色ある観光商品が次々と生

み出され販売されている

観光資源の

観光商品化

参加者：地域で観光に取り組む人

①観光に取り組む住民、観光事業者

（旅館ホテル、観光施設、体験メニュー事業者、

物販事業者、その他一次・二次産業従事者など）

②地域の取り組みを支える組織の職員

（市町村観光協会、広域観光協議会、

商工会・商工会議所、行政職員など）

ステージ１
ステージ２

ステージ３

観光地づくりや旅行エージェントへのセールスに関するノウハウを学び、地域自らが継続して観光商品を作り出し、売り出していくと

ともに、地域観光を担う人材を生み出していくため、観光関係者等を対象にした観光人材育成塾を開設する

参加

準備段階

目的目的 将来の目標

概要概要

振り返り

セールス実⾏

部隊の編成
・計画立案、実行

参加者：
観光人材育成塾の中から選出

（広域観光協議会、参加を希望

する事業者など）

セールス活動

振り返り

旅行会社の評判や

セールスの実績等

の参加者へのフィー

ドバックによる今後

参加者：
観光人材育成塾

のメンバー

旅⾏エージェント

こうした一連

の取組を継続し

ていくことで、

地域が自発的に

動く仕組みが根

付くことを目指

す

塾の開設準備段階

観光商品

地域の魅力に気づかせる
参加者のやる気に火をつける
地域にお金の落ちる仕組みをつくる

観光資源の

棚卸し

・テーマの共有

・現状調査

観光資源の
発掘・磨き上

げ

・気づき、発見

・形を変える

・見方を変える

・質を高める

・周遊プランの開発

・お金が落ちる仕組

みをつくる参加者の募集

(1ブロックあたり

30～40名程度)

観光振興部

観光コンベンション協会

専門員の派遣

地域本部

・地域支援企画員による人的支援
・産業振興推進総合支援事業費補

助⾦による財政支援

ステージ１

県内７ブロック

観光振興部

・観光アドバイザーによる助言

・地域観光課職員による支援
・観光拠点等整備事業費補助⾦による財政支援

観光地づくりにおける課題
・塾の中でみつけた新たな

観光資源を商品化したい

・観光商品の付加価値を高めたい

など

観光地づくり
への総合支援 観光振興部

・地域観光課職員による支援
・観光拠点等整備事業費補助⾦に

よる財政支援

体制
強化

体制
強化

観光コンベンション協会

・旅行代理店出向者による

専門的な助言

・セールスキャラバン実施

セールス活動
への総合支援

準備段階

県の支援で

課題を解決
あぶり

出し

・計画立案、実行

・実行部隊の選定 セールス フィード

バック

ドバックによる今後

の改善及び対策の

検討

あぶり

出し

県の支援で

課題を解決
あぶり

出し

セールスにおける課題
・セールス活動のノウハウがほしい

・商談の機会を与えてほしい

など

観光客の本県観光資源に対

する認知度や関心度等を調

査・分析し、効果的な商品開発

やプロモーション活動を進める
上での基礎資料とする。

マーケティング調査

５５５５


